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Brownian motion and atomic theory  
Hiromi Ezaki* 
 
Einstein’s theory of Brownian motion is a cornerstone in the establishment of the modern 
atomic theory.  In this paper, we review historical background of atomic theory and how important 
role Brownian motion plays in development and understanding of atomic theory.  Einstein’s relation 
formulated in analysis of Brownian motion contributes development of non-equilibrium statistical 
mechanics.  We also review briefly Einstein’s relation and linear response theory in non-equilibrium 



























































































































































































         (1) 
       
である。ここで、 R は気体定数、 NA はアボガドロ定数、
T は温度である。 NA  6 10
23  mol-1 を用いると、常温




動いた距離から1.7 107 m/s と算定されていた。これら
の値を代入すると、ブラウン粒子の運動エネルギーは
1029  J 程度となり、等分配則から予想される 2 1021  J
と比べて、桁外れに小さい。このことから、ブラウン粒子
がエネルギー等分配則を満たすことは疑問視されていた。 





















ある。まさに 1905 年は奇跡の年であったといえよう。 
アインシュタインは溶液の理論と流体の理論を借用し、
拡散係数 D とアボガドロ数 NA 、気体定数 R 、温度T 、
易動度 を結びつける式を導出した。 
 




            (2) 
       
これが有名なアインシュタインの関係式である。易動度
はストークスの法則によれば、 














           (4) 
 
となる。これが、アインシュタインが 1905 年の論文に記














t の間の移動距離は 2Dt に比例するから、これから拡散
定数を求めることができる。(4)式に得られた拡散係数の値
を入れれば、アボガドロ数が求められる。結果は
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ば、1 次元系（系の長さ L ）の電気伝導度 は 
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